
遊行寺橋
現在ではコンクリート舗装され、
周囲には建物が立ち並ぶた
め、歌川広重が描いた風景の
面影は少ない。遠方に見える山
の頂に遊行寺がある。

旧東海道の街並み
江戸期の史跡はほぼ残っていないが、街道沿い
を注意して歩けば、蔵造りの建築物や昭和中期
を思わせる商店などを見つけることができる。

藤沢市ふじさわ宿交流館
2016年4月に開館したばかりの交流館。１階の郷土
資料展示室には、東海道五十三次や藤沢宿に関する
さまざまな資料が展示されている。
○9時～17時（4月～9月は18時まで）
○月曜（祝日の場合は翌日） ※12/27～1/1は休み
営

休

遊行寺
正式な名称は藤澤山無量光院清浄
光寺。鎌倉時代後期に開宗された時
宗の総本山であり、宝物館には国宝
や重要文化財などが収蔵されている。
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白旗神社
首洗い井戸で洗い清められた義
経の首が祀られた神社。伝承で
は、弁慶の首も同様にこの地に
たどり着いたと言われており、近
くの八王子社に祀られている。

伝源義経首洗井戸
文治5（1189）年、奥州平
泉で自害した源義経の首
が、鎌倉で首実検された
後、海に放られ、境川を
遡ってこの地にたどり着い
たと言われている。
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ク
ト
。第
4
回
は
、伝
承

の
残
る
史
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史
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0 3km でかまん菓子舗

南湖の左富士
江戸から京都へ向かう東海
道中において、富士山が左
手に見えるのは、この地と
富士市吉原の2カ所のみ。

問屋場跡・高札場跡・本陣跡
平塚市の史跡案内板には、丁寧な解
説や写真、図版などが掲載されていて
興味深い。問屋場跡には、江戸の建物
を模した消防団の施設が。

平塚宿の江戸見附
見附は、街道の両脇に設置され、正式な宿
内を示すと同時に、宿の出入りを監視する
役目を担っていた。平塚の見附には、高さ
1.6ｍの石垣の上に竹矢来を組んだ見附
が再現されている。

京方見附と高麗山
浮世絵に描かれたのは、旧宿場
を過ぎ、京方見附から高麗山を
望む風景。現在も特徴あるその
丸い山を見られるのがうれしい。

旧相模川橋脚
関東大震災による液状化現象
で偶然発見された鎌倉・南北朝
期の遺跡で、国の史跡および天
然記念物。現在は、精巧なレプリ
カが展示されている。

茅ヶ崎一里塚
江戸幕府が、日本橋から一里（約4km）ごとに
設置した一里塚。茅ヶ崎一里塚は江戸から
数えて14番目にあたる。

遠
く
高
麗
山
を
眺
め
つ
つ

史
跡
を
丁
寧
に
巡
り
た
い

川万
☎0463-21-0633　平塚市明石町9-1
○11時～19時30分　○水曜営 休

昭和3年創業の地元客に愛され
る老舗うなぎ料理店。丁寧に焼か
れたうなぎは、ふっくらと香ばしく、
タレとの相性も抜群だ。持ち帰り
用の蒲焼や弁当も販売しているの
で、お土産にも。

うな丼（きも吸い、お新香付き）
1,380円

御菓子司　安栄堂
☎0463-31-4784  平塚市平塚2-30-3
○9時～19時　○無休営 休

大正５年創業の老舗。添加物などは一切使わ
ずに、自然素材だけで作られる平塚最中は、
薄皮最中に舌触りなめらかな白餡、上品な甘
さの粒餡がぎっしり。売り切れしだい終了なの
で、お土産にしたい方は、お早目に。

銘菓 平塚最中（小豆・白）各160円

でかまん菓子舗
☎0467-83-4212  茅ヶ崎市下町屋1-6-5
○10時～19時　○月曜営 休

初代店主が旅人に茶屋で提供していたまん
じゅうがルーツ。小さなものから30cmを超え
るものまで、すべて手作り。カットすると中には、
こし餡。温めたり、バターやホイップクリームな
どをトッピングしたりするのもおすすめ。

でかまん（縦24cm×横16cm）1,600円
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突
然
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れ
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落
ち
た
の
が
由
来
と

言
わ
れ
て
い
る
。残
念
な
が
ら
、当
時

を
し
の
ば
せ
る
建
築
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旅
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ぶ
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史
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